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令和７年度（２０２５年度） 

熊本県ハンセン病問題相談・支援センター事業実施報告書 

（期間：２０２５年４月１日～２０２６年３月３１日） 

 

 

（１）相談支援事業 

電話、面談、訪問、ホームページ（電子メール）、郵便等によりハンセン病家 

族補償金請求、各種公的手続き等に対する相談・支援を実施した。ハンセン病問 

題相談・支援センター利用者延べ人数は１月末時点で「延べ相談数２５１件」、

「うち家族補償関係１１２件」。 

 

① 電話相談 

   センター設置の電話による相談。月曜～金曜（９時～１６時）祝祭日除き対応 

 

② 訪問相談 

   自宅もしくは秘密保持の観点から相談者と相談場所を調整して実施。原則月曜 

～金曜（９時～１６時）であるが、相談者と調整の上柔軟に対応を行った。 

 

③ ひまわりの会活動等支援 

・「ひまわりの会と熊本市との打ち合わせ会」今期実施無し 

・４月７日 ふれあい福祉協会より三木理事長はじめ３人がりんどう相談支援 

     センターへ来所されひまわりの会会長 中修一氏の取材協力を実施 

・６月１９日 「らい予防法による被害者の名誉回復及び追悼の日」式典及び 

「厚生労働省令和７年度ハンセン病問題対策協議会」（オンライン 

視聴支援）にひまわりの会会長中修一氏がオンラインで参加 

 

④ 家族等交流会  

※今年度４月以降の茶話会は参加者の都合で調整できず実施無し。 

    

⑤ その他  ※相談の概要参照（別添１） 

   ４月～１月相談延べ総数２５１件。うち１１２件が家族補償金関連の相談。 

※ 家族に知られたくない、知らせるつもりもないと言われた相談者の支援の 

際には、資料のやり取り、連絡調整に関して細心の注意を必要とした。 

来所が難しい場合は、訪問により相談対応を行った。家族補償金申請の延長 

や宇城市各戸配布カレンダーに水俣病やハンセン病の誤記があったことか 

ら、ハンセン病問題についての関心が深まり、家族補償を含めて、相談件数 

は全体的に増加している。（相談統計資料参照） 

資料１−２ 
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（２）啓発事業 

①菊池恵楓園で学ぶ旅（第１回）  

・オンラインによる事前学習を原田学芸員を講師にりんどう相談支援センター

にて７月１２日（土）に実施。 

    内容：「歴史に学ぶ、VR の紹介～菊池恵楓園てどんな場所？～」 

※当日参加できない人へは録画動画を視聴できるように配信を実施 

   ・菊池恵楓園で学ぶ旅 第１回（３回計画のうち）を７月３１日に実施。 

参加：４５名（中学生や小学生２６人・大人１９人） 

    概要：歴史資料館及び（監禁室を中心に）園内見学後、今年度初の取り組み

として、グループワークを行い活発な感想や意見交換ができ、ハンセ

ン病問題の理解や啓発を深めることが出来た。  

  

②菊池恵楓園で学ぶ旅（第２回）  

・オンラインによる事前学習を、原田学芸員を講師にりんどう相談支援セン

ターにて１０月１８日(土)に実施。 

    内容：「何故ハンセン病の歴史を学ぶのか 

～歴史の主体として臨むことの重要性～」 

※当日参加できない人へは録画動画を視聴できるように配信を実施した。 

・菊池恵楓園で学ぶ旅 第２回（３回計画のうち）を１０月３１日に実施。             

参加：３６名。 

概要：歴史資料館及び（監禁室を中心に）園内見学後、事前質問に回答す

る形で太田会長代行による講話を聞き、ハンセン病問題の理解や啓

発を深めることが出来た。 

 ※参加者の感想等は（別添３）参照 
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③ハンセン病市民学会 IN 熊本 

２０２５年５月１０日（土）～１１日（日）約４００人参加 

大会テーマ：「市民学会２０年、さあ踏み出そう誕生の地から‐真の解決を目 

指してー」 

実行委員として準備から開催運営スタッフ参加すると共に、分科会 E（ハンセ 

ン病回復者が地域で暮らし続けるために）の運営とパネリストとして参加をす

る等、一般市民向けの啓発活動を行った。 

 

④２０２５(令和７)年度 第１３回九州沖縄ブロック社会福祉研修会 実践報告 

２０２５年１１月２９日(土)～３０日（日）、りんどう相談支援センターの相 

談員の野尻が、第 13 回九州沖縄ブロック社会福祉研修会に参加し、実践報告を行

った。 

本報告を担当した「権利擁護」分科会には約５０名が参加し、地域で暮らすハ  

ンセン病回復者やその家族が抱える課題、そして「知らないことを知る」「自分

事に置き換えて考える」ことの重要性について提言した。質疑応答では、当セン

ターの事業内容や、ゆうな協会との生活支援実績（件数・内容）の比較、「りん

どう」という名称の由来など、多岐にわたる質問が寄せられ、関心の高さが伺え

た。参加者の中には「沖縄県内にハンセン病療養所があったことを初めて知った」

という方もおり、今回の発表がハンセン病問題への啓発に繋がった。 

 

⑤一般向け講演会 約６０人参加 

２０２５年１２月６日（土） 場所 水前寺共済会館グレーシア  

 テーマ：私たちのハンセン病問題 ～私たちにできること～ 

１）「かづゑ的」ハンセン病問題ドキュメンタリー映画上映 

２) 「講演～私たちに出来ること～」りんどう相談支援センター 

副センター長 西 章男氏 

  映画上映後の講演では、二次元コードで会場の意見をタイムリーにスクリーンに

投影し、会場と対話形式で進め「差別や偏見は人の痛みに鈍感になることから生ま

れる。やさしい言葉や温かい気持ちを声に出して伝え合うことが差別や偏見のない

社会をつくる力になる」ことをメッセージとして伝えた。 
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⑥医療福祉研修会  約４０人参加 

２０２６年１月２３日（金） 熊本県庁 防災センター ３１２会議室 

テーマ：在宅支援について 

１）「ハンセン病後遺症の治療と注意点」 邑久光明園園長 青木 美憲氏 

２) 「回復者の困りごと・相談支援の実際」（オンライン） 

ハンセン病回復者支援センターコーディネーター 加藤 めぐみ氏  

３) 「熊本県の現状」りんどう相談支援センター 副センター長 西 章男氏 

 社会復帰しても高齢になったときの再入所が多い現状から、医療福祉専門職が地

域でささえるための在宅支援の実際について学ぶ機会となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）人権感覚を持つことの大切さや、後遺症の
適切な治療やケアの大切さについて講演。 

２）事例を通じてハンセン病回復者の課題を
紹介し、解決方法について講演。 

３）りんどう相談支援センターでのハンセン
病回復者からの相談概要について講演。 
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（３）講師派遣 

  ①宇城市職員向け研修（計５回実施） 

   実 施 日：２０２５年５月１９日（月）、７月８日（火）、１４日（月） 

（７月８日、１４日は午前・午後の２回実施） 

   会 場：宇城市役所 

   講師派遣：西 章男（りんどう相談支援センター副センター長 相談員） 

   参 加 者：宇城市職員 

        （５/１９：１３０名、７/８：１５３名、７/１４：１３０名＋県職員３名）  

   内 容：「ハンセン病問題の現状と課題」 

②熊本県私立中学高等学校協会向け研修会   

 実 施 日：２０２５年６月２０日（金） 

 会 場：菊池恵楓園歴史資料館２階講義室 

 講師派遣：西 章男（りんどう相談支援センター副センター長 相談員） 

 参 加 者：熊本県私立中学高等学校 人権・同和教育主担者 ２１名 

   内 容：「恵楓園見学と講義 私たちのハンセン病問題」 

  ③パウラスホーム近隣住民向け研修会 

   実 施 日：２０２５年６月２０日（金） 

会 場：パウラスホーム地域交流スペース 

講師派遣：野尻 裕史（りんどう相談支援センター 相談員） 

参 加 者：パウラスホーム近隣住民  ２０名 

    （地域の世話役からサロン活動として講演依頼があったもの） 

   内 容：「ハンセン病問題の現状と課題」 

④球磨郡多良木町人権協議会研修 

実 施 日：２０２５年７月２４日（木） 

会 場：多良木町役場 

講師派遣：野尻 裕史（りんどう相談支援センター 相談員） 

   参 加 者：多良木町役場職員 ４６名 

   内 容：「ハンセン病問題と権利擁護」 

  ⑤球磨郡あさぎり町立 あさぎり上小学校 

  実 施 日：２０２５年８月２０日（水） 

会 場：リデルライトハウス（ノットホーム） 

講師派遣：西 章男（りんどう相談支援センター副センター長 相談員）  

   参 加 者：あさぎり上小学校教職員 １３名 

   内 容：「ハンセン病関連 差別について」 

  ⑥球磨郡水上村立 水上学園 

 実 施 日：２０２５年８月２２日（金） 

会 場：リデルライトハウス（ノットホーム） 

講師派遣：西 章男（りんどう相談支援センター副センター長 相談員） 
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   参 加 者：球磨郡水上村立水上学園教職員 ２０名 

   内 容：「人権について子どもたちに伝えるべきこと」  

  ⑦熊本県立人吉高校学校  

 実 施 日：２０２５年１１月１２日（水） 

会 場：人吉高校第一体育館 

講師派遣：西 章男（りんどう相談支援センター副センター長 相談員） 

   参 加 者：人吉高校の生徒・教職員 ７６６名 

   内 容：人権教育研修「ハンセン病問題における人権について」  

⑧熊本県立八代農業高等学校泉分校 

   実 施 日：２０２５年１１月２０日（木） 

会 場：泉分校 学生ホール 

講師派遣：髙田 佳子（りんどう相談支援センター相談員） 

   参 加 者：泉分校の生徒・教職員 ４９名 

   内 容：人権教育ホームルーム「ハンセン病問題における人権」  

⑨高森町役場 職員向け研修 

   実 施 日：２０２５年１２月１１日（木） 

会 場：高森綜合センター 大会議室 

講師派遣：西 章男（りんどう相談支援センター副センター長 相談員） 

参 加 者：高森町役場職員・会計年度任用職員・再任用職員 ８８名 

   内 容：人権同和教育推進協議会行政部会 第２回研修会 

「ハンセン病の基礎知識・背景・人権問題」  

⑩熊本県立八代工業高校 

 実 施 日：２０２５年１２月１１日（木） 

会 場：八代工業高等学校 体育館 

講師派遣：野尻 裕史（りんどう相談支援センター相談員） 

参 加 者：八代工業高校２年生 ２１４名 

 内 容：人権教育授業「ハンセン病回復者及びその家族の人権」を学ぶ 

⑪人権フォーラム２０２６in 合志市 

 実施日：２０２６年２月１４日（土）  

会場：合志市総合センター ヴィーブル 文化会館 

講師派遣：西 章男（りんどう相談支援センター副センター長 相談員） 

参 加 者：合志市市民 ３２６名 

 内 容：「壁を超えるために私たちにできること」 

 

 講師と講話の内容 

西章男（りんどう相談支援センター副センター長 相談員） 

内容：『私たちのハンセン病問題～あなたは私、私はあなた～』という 

  テーマで、熊本のハンセン病問題の歴史から、ハンセン病問題を私たちの 
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  問題として自分自身に向き合い、自分と他者の「痛み」「苦しみ」を看過（見

てみないふり）しないことの大切さ、人が傷つくことを良しとしない価値  

  観をひろく共有し、人の痛みに共感する心と対話をつうじて「あつい壁」を 

  越えていく必要性などについて講話を実施した。 

 

野尻裕史(りんどう相談支援センター 相談員) 

内容：「 ハンセン病問題と権利擁護」 

りんどう相談支援センターの開設との経緯・ハンセン病とハンセン病問題・ 

ハンセン病問題から学ぶこと・りんどう相談支援センターの活動を通じてみえて

くるもの等について講話を実施した。 

 

 髙田佳子(りんどう相談支援センター 相談員) 

  内容：「人権とは何か、ハンセン病問題から学ぶ」 

  ハンセン病患者・家族の受けた人権侵害について学び、人権は日常生活や身近な

ことであり、自分自身が大切にされるべき存在であり、他人も同じく大切にされ

る存在であることの講話を実施した。 

 

（４）教育機関との連携 

・ 九州ルーテル学院大学の学生に対する講義「熊本のハンセン病問題」を、副 

センター長である西氏にて担当。 

・ 市民学会などハンセン病問題啓発のイベントに熊本商業高校・文徳高校・ 

   ルーテル学院高校・熊本大学・九州ルーテル大学学生がボランティア参加し、 

   教育機関との連絡調整を実施。 

 

（５）回復者等講演会への同行 

・ 語り部活動支援  ２０２５年４月７日（月） 中修一 氏  

    ふれあい福祉協会より三木理事長始め３名来所、りんどう相談支援センター 

    において実施。（取材協力実施）（再掲） 

 

（６）その他   

・ りんどう相談支援センターのホームページ情報更新（各事業案内実施） 

・ 情報提供誌「りんどう通信」（３月作成分）を関係機関、熊本県社会福祉士 

会会員へ配布した。「りんどう通信２号」（11 月作成分）についてはホームペ 

ージ上に掲載し、関係機関へ配布した。 

 

（７）人材育成事業 

①自学研鑽の実施 

   りんどう相談員は日常業務として、りんどう文庫のハンセン病関連の書籍や 
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ＤＶＤ、インターネットのハンセン病関連動画やホームページを見て自学自習 

を行っている。また、常に業務日誌や相談票にて対応ケースについて共有し、  

対応できるようにしている。 

②自主勉強会の実施（研修成果等の普及教育）   

  ・２０２５年４月 １日（火）家族補償法に関する勉強会   相談員４名参加 

・２０２５年６月１０日（火）ハンセン病市民学会全体会・E分科会復命  

相談員４名参加 

・２０２５年６月２４日（火）大阪ハンセン病問題研修会参加報告 

 相談員４名参加 

  ・２０２５年７月１５日（火）偏見と差別の形成過程と状況 相談員４名参加 

  ・２０２５年９月 ２日（火）身分事項を証明する書類に関する勉強会 

   相談員３名参加 

  ・２０２５年９月３０日（火）ハンセン病問題関係人年表  相談員３名参加 

  ・２０２５年１０月２１日（火）法務省の人権擁護機関の取り組みについて 

                              相談員３名参加 

  ・２０２５年１２月１９日（金）事例検討         相談員４名参加 

  ・２０２６年１月２０日（火）事例を通じ家族補償金請求の支援を学ぶ 

                              相談員４名参加 

③他機関研修会や講演会への参加   

  ・２０２５年６月１９日「らい予防法による被害者の名誉回復及び追悼の日」   

  式典（オンライン） 

  ・２０２５年５月１０日・11 日（土・日） 

   ハンセン病市民学会 第 19 回全国交流集会 IN 熊本 （再掲）相談員６人参加 

（８）その他 

①他のハンセン病問題支援機関との連携 

   ふれあい福祉協会、回復者支援センター、沖縄県ゆうな協会、菊池恵楓園は

じめ各地の療養所と資料提供や問い合わせ等で連携した。 

②その他 

 ・１１月３０日沖縄県において第１３回九州・沖縄ブロック社会福祉士会研修会

が開催され、第１分科会「権利擁護」で、野尻相談員が「熊本県ハンセン病問

題相談・支援センター実践報告「あつい壁」をこえてと題し、２０２０年度開

所からのりんどう相談支援センターの実践報告を実施した。 

・自治体や法務局に講師で出向いた際、県作成のリーフレット、りんどう相談支

援センターのチラシ、厚生労働省作成の家族補償金のチラシを配布。また、開

催予定のイベントのチラシを配布し、広く参加を呼び掛けた。 
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